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治
タイプライタ
嫡出子否認

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
田中　太郎

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方及び未成年者の戸籍謄本１通

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　太郎

治
タイプライタ
タナカ　タロウ

治
タイプライタ
４７

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
会社員

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　一郎

治
タイプライタ
タナカ　イチロウ

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ
小学生

治
タイプライタ
相

手

方

治
タイプライタ
１３
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治
タイプライタ
相手方が申立人の嫡出子であることを否認する旨の調停及び審判を求めます。

治
タイプライタ
１　申立人と相手方母は、平成＊＊年＊＊月＊＊日婚姻し、平成＊＊年＊＊月
＊＊日に別居した。
２　申立人は、相手方母と話し合いその理由等を追及したところ、平成＊＊年
＊＊月＊＊日ごろから申立外＊＊＊＊と関係が生じ、同人の子を懐胎している
ことを知らされた。
３　申立人、相手方母は、平成＊＊年＊＊月＊＊日に協議離婚をしたが、平成
＊＊年＊＊月＊＊日に相手方出産の事実を知った。相手方は申立人の子ではな
いので、申立どうりの調停・審判を求める。




